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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第80期

第３四半期 
累計期間 

第81期
第３四半期 
累計期間 

第80期
第３四半期 
会計期間 

第81期 
第３四半期 
会計期間 

第80期

会計期間 

自平成21年
２月１日 
至平成21年 
10月31日 

自平成22年
２月１日 
至平成22年 
10月31日 

自平成21年
８月１日 
至平成21年 
10月31日 

自平成22年 
８月１日 
至平成22年 
10月31日 

自平成21年
２月１日 
至平成22年 
１月31日 

売上高（千円）  18,045,396  17,451,208  4,598,355  4,465,637  27,343,267

経常損失（△）（千円）  △764,871  △620,367  △943,430  △729,762  △79,324

四半期（当期）純損失（△） 

（千円） 
 △997,886  △398,204  △816,705  △435,448  △458,043

持分法を適用した場合の投資利益

（千円） 
 －  －  －  －  －

資本金（千円） － －  3,737,467  3,737,467  3,737,467

発行済株式総数（株） － －  36,692,267  36,692,267  36,692,267

純資産額（千円） － －  10,267,978  10,164,463  10,810,047

総資産額（千円） － －  19,100,164  18,337,108  20,649,782

１株当たり純資産額（円） － －  282.55  280.29  297.48

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円） 
 △27.46  △10.98  △22.47  △12.01  △12.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

１株当たり配当額（円）  －  －  －  －  4.00

自己資本比率（％） － －  53.8  55.4  52.3

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 1,182,722  2,608,200 － －  312,581

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △1,652,636  △534,295 － －  △2,437,306

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 681,987  △791,452 － －  2,070,208

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－ －  894,714  1,910,576  628,124

従業員数（人） － －  852  825  842
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 当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

  

  

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

提出会社の状況 

 （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。 

  

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成22年10月31日現在 

従業員数（人） 825 ( ) 1,203
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(1)生産実績 

 当第３四半期会計期間の生産実績は、次のとおりであります。 

 （注）１．生産実績は販売価額相当金額で表示しております。 

        ２．干菓子群、洋生菓子群にはその他菓子群製品及び半製品が含まれております。 

３．他に他社製品仕入実績が仕入金額で 千円（前年同期比 ％）あります。 

４．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2)受注状況 

 当社は見込生産を行っているため、該当事項はありません。 

(3)販売実績 

 当第３四半期会計期間の販売実績を事業部門別商品群別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

        ２．当社の売上高は季節的変動があり、バレンタインデー、中元、歳暮、クリスマス等の大きなイベント

が少ない第３四半期会計期間の売上高は、他の四半期会計期間の売上高と比べ減少する傾向にありま

す。  

  

  

   当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。    

  

  

  

   当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

区分 
当第３四半期会計期間

（自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日）  

前年同四半期比 
（％）  

干菓子群（千円）  4,790,775  97.2

洋生菓子群（千円）  1,637,358  96.0

計（千円）  6,428,134  96.9

339,280 86.5

区分 
当第３四半期会計期間

（自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日） 

前年同四半期比 
（％）  

干菓子群（千円）  2,188,950  94.0

洋生菓子群（千円）  1,572,234  96.2

その他菓子群（千円）  227,571  120.2

菓子部門計（千円）  3,988,756  96.1

喫茶・レストラン（千円）  476,880  107.0

合計（千円）  4,465,637  97.1

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】
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(1)業績の状況                        

 当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、一部には景気回復の兆しが見られたものの、雇用情勢の悪化や

所得の減少により個人消費は依然として低迷し、円高の進行の影響もあり、先行き不透明な厳しい状況で推移し

ました。 

 このような状況のもとで、当社はお菓子を通して心豊かな生活をお届けすることを基本姿勢とし、商品の開

発・改善により売上向上に取り組むとともに、「すべてはお客様の笑顔のために」を基本とし、安心、安全かつ

高品質な商品をお客様に提供し続けることに注力いたしました。 

 売上高につきましては、新業態ショップ「モロゾフ銀座プリンの店」をはじめとした新規店、改装店のオープ

ンや半生菓子の復調はあったものの、基軸となる百貨店市場は依然として厳しく、個人消費の冷え込みによるギ

フト需要の低迷、夏場の猛暑などの影響もありデイリーユース向けの洋生菓子が低調に推移し、当第３四半期会

計期間の売上高は 百万円（前年同期比2.9％減）となりました。 

 損益面におきましては、減収の影響に加えて、西神新工場の設備投資に伴う減価償却費などの固定費が増加し

たものの、人件費や経費の圧縮に努めた結果、営業損失は 百万円（前年同期は 百万円の損失）、経常損失

は 百万円（前年同期は 百万円の損失）、四半期純損失は 百万円（前年同期は 百万円の損失）となり

ました。   

  

(2)財政状態 

 当第３四半期会計期間末における総資産は前事業年度末に比べ2,312百万円減少し、 百万円となりまし

た。資産の増減の主なものは、有価証券の増加額1,100百万円、受取手形及び売掛金の減少額2,837百万円、土地

の減少額744百万円であります。負債は前事業年度末に比べ1,667百万円減少し、 百万円となりました。こ

れは主に長期借入金の増加額468百万円、短期借入金の減少額1,065百万円、支払手形及び買掛金の減少額421百

万円によるものであります。純資産は前事業年度末に比べ645百万円減少し、 百万円となりました。これ

は主に土地再評価差額金の減少額386百万円、利益剰余金の減少額156百万円によるものであります。 

   

(3)キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物は、第２四半期会計期間末に比べ721百万円増加し、当第

３四半期会計期間末には 百万円となりました。  

 当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加、売上債権の減

少、税引前四半期純損失の計上、仕入債務の増加等により、67百万円の収入（前年同四半期会計期間は517百

万円の支出）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入、有価証

券の売却による収入、有形及び無形固定資産の取得による支出等により、731百万円の収入（前年同四半期会

計期間は934百万円の支出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出等によ

り、77百万円の支出（前年同四半期会計期間は899百万円の収入）となりました。 

    
(4)事実上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

   

(5)研究開発活動 

 当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、 千円であります。 

 なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

4,465

721 938

729 943 435 816

18,337

8,172

10,164

1,910

92,100
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(1)主要な設備の状況    

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。  

    

(2)設備の新設、除却等の計画 

 当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。 

  

   

  

①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

  

 該当事項はありません。 

   

  

 該当事項はありません。   

  

第３【設備の状況】

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  120,000,000

計  120,000,000

種類 
第３四半期会計期間
末現在発行数(株) 
(平成22年10月31日) 

提出日現在
発行数(株) 

(平成22年12月14日) 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  36,692,267  36,692,267

大阪証券取引所 

東京証券取引所 

各市場第一部 

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は

1,000株であります。 

計  36,692,267  36,692,267 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
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 該当事項はありません。   

  

  

  

  

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。 

  

  

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。  

           

 ①【発行済株式】  

平成22年10月31日現在

                       

②【自己株式等】 

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減（株） 

発行済株式総
数残高(株) 

資本金増減額
(千円) 

資本金残高
(千円) 

資本準備金増
減額(千円) 

資本準備金残
高(千円) 

平成22年８月１日～ 

平成22年10月31日 
－  36,692,267  －  3,737,467  －  3,918,352

（６）【大株主の状況】

（７）【議決権の状況】

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
（自己保有株式） 

 普通株式    425,000
－ 

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式 

完全議決権株式（その他）  普通株式   35,780,000  35,780 同上 

単元未満株式  普通株式   487,267 － 同上 

発行済株式総数    36,692,267 － － 

総株主の議決権 －  35,780 － 

  平成22年10月31日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％） 

モロゾフ株式会社 
神戸市東灘区御影本町

六丁目11番19号 
 425,000 －  425,000  1.15

計 －  425,000 －  425,000  1.15
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【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部によるものであります。 

  

  

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  

  

  

  

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第３四半期会計期間（平成21年８月１日から平成21年10月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21

年２月１日から平成21年10月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

22年８月１日から平成22年10月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年８月１日から平成

21年10月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年２月１日から平成21年10月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成22年８月１日から平成22年10月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22

年２月１日から平成22年10月31日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レ

ビューを受けております。 

  

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。  

  

  

  

２【株価の推移】

月別 
平成22年 
２月 

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

最高（円）  298  308  307  299  296  296  282  285  282

最低（円）  282  295  295  282  291  272  275  275  247

３【役員の状況】

第５【経理の状況】
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１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年10月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 710,384 528,074

受取手形及び売掛金 1,734,176 4,571,411

有価証券 1,200,192 100,049

商品及び製品 1,808,074 2,109,432

仕掛品 838,331 244,637

原材料及び貯蔵品 426,296 332,761

その他 510,831 443,041

貸倒引当金 △7,000 △18,000

流動資産合計 7,221,286 8,311,410

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,115,915 3,267,981

土地 3,484,452 4,229,168

その他（純額） 2,397,255 2,421,514

有形固定資産合計 ※  8,997,624 ※  9,918,664

無形固定資産 95,473 114,984

投資その他の資産   

投資有価証券 1,256,226 1,286,678

その他 766,797 1,043,044

貸倒引当金 △300 △25,000

投資その他の資産合計 2,022,724 2,304,723

固定資産合計 11,115,822 12,338,372

資産合計 18,337,108 20,649,782
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年10月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年１月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,405,960 2,826,995

短期借入金 2,118,400 3,184,200

未払法人税等 98,425 75,957

賞与引当金 516,026 265,160

その他 990,364 1,858,416

流動負債合計 6,129,176 8,210,729

固定負債   

長期借入金 1,424,500 955,800

退職給付引当金 53,453 52,223

その他 565,514 620,983

固定負債合計 2,043,468 1,629,006

負債合計 8,172,645 9,839,735

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,737,467 3,737,467

資本剰余金 3,921,265 3,921,080

利益剰余金 3,061,965 3,218,835

自己株式 △111,524 △89,034

株主資本合計 10,609,174 10,788,349

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △36,216 43,502

土地再評価差額金 △408,494 △21,804

評価・換算差額等合計 △444,710 21,697

純資産合計 10,164,463 10,810,047

負債純資産合計 18,337,108 20,649,782
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（２）【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高 18,045,396 17,451,208

売上原価 10,079,650 9,734,848

売上総利益 7,965,745 7,716,359

販売費及び一般管理費 ※  8,778,005 ※  8,363,197

営業損失（△） △812,260 △646,837

営業外収益   

受取利息 7,863 5,035

受取配当金 23,901 24,391

受取賃貸料 10,592 10,297

利用分量配当金 － 23,514

その他 43,890 30,532

営業外収益合計 86,248 93,771

営業外費用   

支払利息 23,839 46,333

賃貸費用 7,303 7,028

その他 7,716 13,937

営業外費用合計 38,859 67,300

経常損失（△） △764,871 △620,367

特別利益   

固定資産売却益 199 32,897

投資有価証券売却益 － 6,570

貸倒引当金戻入額 10,148 12,194

特別利益合計 10,348 51,661

特別損失   

固定資産除売却損 62,511 31,921

減損損失 409,876 －

特別損失合計 472,387 31,921

税引前四半期純損失（△） △1,226,910 △600,626

法人税、住民税及び事業税 56,260 63,137

法人税等調整額 △285,284 △265,559

法人税等合計 △229,023 △202,422

四半期純損失（△） △997,886 △398,204
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【第３四半期会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高 ※1  4,598,355 ※1  4,465,637

売上原価 2,627,580 2,471,692

売上総利益 1,970,774 1,993,944

販売費及び一般管理費 ※2  2,909,463 ※2  2,714,960

営業損失（△） △938,689 △721,015

営業外収益   

受取利息 857 1,259

受取配当金 803 683

受取賃貸料 3,476 3,377

その他 6,033 5,235

営業外収益合計 11,169 10,555

営業外費用   

支払利息 8,860 15,638

賃貸費用 2,458 2,351

その他 4,592 1,313

営業外費用合計 15,910 19,303

経常損失（△） △943,430 △729,762

特別利益   

固定資産売却益 199 1,287

貸倒引当金戻入額 4,300 5,500

特別利益合計 4,499 6,787

特別損失   

固定資産除売却損 25,716 7,797

特別損失合計 25,716 7,797

税引前四半期純損失（△） △964,647 △730,773

法人税、住民税及び事業税 △87,808 △151,082

法人税等調整額 △60,132 △144,242

法人税等合計 △147,941 △295,324

四半期純損失（△） △816,705 △435,448
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △1,226,910 △600,626

減価償却費 546,234 768,450

減損損失 409,876 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 307,503 250,866

退職給付引当金の増減額（△は減少） 267 1,230

前払年金費用の増減額（△は増加） 287,949 259,919

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,900 △35,700

支払利息 23,839 46,333

受取利息及び受取配当金 △31,765 △29,426

投資有価証券売却損益（△は益） － △6,570

固定資産除売却損益（△は益） 62,311 △975

売上債権の増減額（△は増加） 2,612,658 2,837,235

たな卸資産の増減額（△は増加） △689,842 △385,869

仕入債務の増減額（△は減少） △318,623 △421,034

その他 △330,965 △120,507

小計 1,642,633 2,563,324

利息及び配当金の受取額 29,054 29,773

利息の支払額 △26,951 △46,542

法人税等の支払額 △462,013 61,644

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,182,722 2,608,200

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △300,000 △1,200,000

定期預金の払戻による収入 300,000 1,200,000

有価証券の取得による支出 △2,944,461 △700,560

有価証券の売却による収入 2,947,192 700,123

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,690,394 △1,177,356

有形及び無形固定資産の売却による収入 6,972 762,502

投資有価証券の取得による支出 △3,485 △129,321

投資有価証券の売却による収入 － 39,898

その他 31,539 △29,581

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,652,636 △534,295

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 900,000 △1,200,000

長期借入れによる収入 － 670,000

長期借入金の返済による支出 － △67,100

リース債務の返済による支出 － △27,450

配当金の支払額 △214,768 △144,597

その他 △3,244 △22,305

財務活動によるキャッシュ・フロー 681,987 △791,452

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 212,073 1,282,452

現金及び現金同等物の期首残高 682,641 628,124

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  894,714 ※  1,910,576
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当第３四半期累計期間(自 平成22年２月１日 至 平成22年10月31日) 

該当事項はありません。   

  

  

  

  

当第３四半期累計期間(自 平成22年２月１日 至 平成22年10月31日) 

重要な該当事項はありません。  

  

  

当第３四半期累計期間(自 平成22年２月１日 至 平成22年10月31日) 

該当事項はありません。   

  

  

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

【表示方法の変更】

 当第３四半期累計期間
（自 平成22年２月１日 
至 平成22年10月31日）  

（四半期損益計算書） 

 前第３四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「利用分量配当金」は、

金額的重要性が増したため区分掲記しました。 

 なお、前第３四半期累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「利用分量配当金」の金額は15,470千円であ

ります。 

【簡便な会計処理】

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末 
（平成22年10月31日） 

前事業年度末 
（平成22年１月31日） 

※ 有形固定資産の減価償却累計額 

  千円10,640,020

※ 有形固定資産の減価償却累計額 

  千円11,245,080
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（四半期損益計算書関係）

 前第３四半期累計期間 
（自 平成21年２月１日 
至 平成21年10月31日） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成22年２月１日 
至 平成22年10月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

給料手当、賞与  3,768,718 千円

賞与引当金繰入額  381,866   

退職給付費用  281,353   

貸倒引当金繰入額  248   

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

給料手当、賞与  3,558,485 千円

賞与引当金繰入額  319,825   

退職給付費用  288,125   

    

 前第３四半期会計期間 
（自 平成21年８月１日 
至 平成21年10月31日） 

当第３四半期会計期間 
（自 平成22年８月１日 
至 平成22年10月31日） 

※１ 当社の売上高は季節的変動があり、バレンタインデ

ー、中元、歳暮、クリスマス等の大きなイベントが

少ない第３四半期会計期間の売上高は、他の四半期

会計期間の売上高と比べ減少する傾向にあります。
        

※１           同左 

        

        

  

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給料手当、賞与  1,133,002 千円

賞与引当金繰入額  201,903   

退職給付費用  95,843   

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給料手当、賞与  1,075,065 千円

賞与引当金繰入額  174,530   

退職給付費用  93,512   

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間 
（自 平成21年２月１日 
至 平成21年10月31日） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成22年２月１日 
至 平成22年10月31日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年10月31日現在）

 （千円）

   

現金及び預金勘定  294,511

有価証券  630,213

計      924,724

満期または、償還日までの期限が 

３ヶ月を超える有価証券      
 △30,009

現金及び現金同等物  894,714

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年10月31日現在）

 （千円）

  

  

  

  

  

現金及び預金勘定  710,384

有価証券    1,200,192

現金及び現金同等物  1,910,576
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当第３四半期会計期間末（平成22年10月31日）及び当第３四半期累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22

年10月31日）   

１．発行済株式の種類及び総数 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

  

３．新株予約権等に関する事項 

  該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

 配当金支払額 

  

  

当第３四半期会計期間末（平成22年10月31日） 

 事業の運営において重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められるものはな

いため、記載を省略しております。    

  

   

当第３四半期会計期間末（平成22年10月31日） 

 当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。 

    

  

前第３四半期累計期間(自 平成21年２月１日 至 平成21年10月31日)及び当第３四半期累計期間(自 平成22

年２月１日 至 平成22年10月31日) 

該当事項はありません。 

  

前第３四半期会計期間(自 平成21年８月１日 至 平成21年10月31日)及び当第３四半期会計期間(自 平成22

年８月１日 至 平成22年10月31日) 

該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期会計期間（自 平成22年８月１日 至 平成22年10月31日） 

該当事項はありません。  

  

（株主資本等関係）

普通株式  36,692,267株

普通株式  428,289株

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
 配当額 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月23日 

定時株主総会 
普通株式 145,355千円   4円 

平成22年 

１月31日 

平成22年 

４月26日 
利益剰余金 

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（持分法損益等）

（ストック・オプション等関係）
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純損失金額  

 （注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 （注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

  

（１株当たり情報）

当第３四半期会計期間末 

（平成22年10月31日） 

前事業年度末 

（平成22年１月31日） 

１株当たり純資産額 280.29 円 １株当たり純資産額 297.48 円

前第３四半期累計期間 

（自 平成21年２月１日 

至 平成21年10月31日） 

当第３四半期累計期間 

（自 平成22年２月１日 

至 平成22年10月31日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純損失金額 27.46 円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純損失金額 10.98 円

  

前第３四半期累計期間 

（自 平成21年２月１日 

至 平成21年10月31日） 

当第３四半期累計期間 

（自 平成22年２月１日 

至 平成22年10月31日） 

四半期純損失（千円）  997,886  398,204

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純損失（千円）    997,886  398,204

期中平均株式数（株）  36,342,541  36,280,947

前第３四半期会計期間 

（自 平成21年８月１日 

至 平成21年10月31日） 

当第３四半期会計期間 

（自 平成22年８月１日 

至 平成22年10月31日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純損失金額 22.47 円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純損失金額 12.01 円

  

前第３四半期会計期間 

（自 平成21年８月１日 

至 平成21年10月31日） 

当第３四半期会計期間 

（自 平成22年８月１日 

至 平成22年10月31日） 

四半期純損失（千円）  816,705   435,448

普通株主に帰属しない金額（千円）   －   －

普通株式に係る四半期純損失（千円）  816,705   435,448

期中平均株式数（株）  36,340,074  36,265,542
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該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期会計期間（自 平成22年８月１日 至 平成22年10月31日） 

リース取引開始日が、平成21年１月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業

年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。 

  

   

  

該当事項はありません。 

  

  

（重要な後発事象）

（リース取引関係）

２【その他】
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該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】

- 18 -



  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

 平成21年12月９日

モロゾフ株式会社 

 取締役会 御中 

  
  

有限責任監査法人ト ー マ ツ 
  

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 片 岡  茂 彦   印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 伊 東  昌 一   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモロゾフ株

式会社の平成２１年２月１日から平成２２年１月３１日までの第８０期事業年度の第３四半期会計期間（平成２１年８

月１日から平成２１年１０月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２１年２月１日から平成２１年１０月３１日

まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、モロゾフ株式会社の平成２１年１０月３１日現在の財政状態、同日をもっ

て終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの

状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年12月７日

モロゾフ株式会社 

 取締役会 御中 

  
  

有限責任監査法人ト ー マ ツ 
  

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 片 岡  茂 彦   印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 伊 東  昌 一   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモロゾフ株

式会社の平成２２年２月１日から平成２３年１月３１日までの第８１期事業年度の第３四半期会計期間（平成２２年８

月１日から平成２２年１０月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２２年２月１日から平成２２年１０月３１日

まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、モロゾフ株式会社の平成２２年１０月３１日現在の財政状態、同日をもっ

て終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの

状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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